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【研究テーマ】 

1. 非タンパク質構成アミノ酸の設計・合成とその医薬化学的利用 

2. バイオインスパイアード分子の合成とその機能化研究 

3. 配座自由度を制限した生理活性ペプチドの分子設計 
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【研究費取得状況】 

1. 基盤研究（Ｂ）（新規）課題番号 22390022，「配座制限環状アミノ酸の統合研究～分

子設計・合成・機能化・そして創薬へ～」． 

2. ＪＳＴ研究成果最適展開支援事業（Ａ－ＳＴＥＰ）「探索タイプ」（受託研究費）（新

規），「生体レドックス解析のための水溶性アミノ酸・ペプチド型ラジカルの創製」． 

3. 平成２２年度大学高度化推進経費・チャレンジ支援事業（新規），「立体障害によらな

いヘリカル２次構造の精密制御への挑戦」． 

 

【学会役員等】 

1. 九州薬科学研究教育連合・平成２２年度大学院生合宿研修 世話人代表 

 

【過去の研究業績総計】 

原著論文（欧文） 63 編 （邦文） 4 編 

総説  （欧文） 2 編 （邦文） 2 編 

著書  （欧文） 0 編 （邦文） 1 編 

紀要  （欧文） 43 編 （邦文） 1 編 

特許        1 件（審査請求せず） 

 

 


